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建
設
経
済
常
任
委
員
会
に
付
託

さ
れ
ま
し
た
、
受
付
番
号
「
陳
情

10
号
」「
江
栗
地
区
内
県
道
の
改

修
に
つ
い
て
」
の
陳
情
書
で
あ
り

ま
す
。

　

21
日
の
午
前
9
時
よ
り
、
建
設

課
長
の
出
席
を
求
め
、
委
員
5
名

の
出
席
の
も
と
、
協
議
の
う
え
、

現
地
確
認
を
し
た
結
果
、
委
員
会

で
は
、「
採
択
」
す
べ
き
も
の
と

委
員
全
員
の
賛
成
に
よ
り
決
定
い

た
し
ま
し
た
。
尚
、
建
設
課
で
8

月
上
旬
、
県
に
対
し
、
19
年
度
で

測
量
に
つ
い
て
申
請
を
し
て
い
る

こ
と
を
申
し
添
え
て
お
き
ま
す
。

　

続
い
て
、
要
望
第
2
号　

町
道

認
定
（
延
長
）
に
つ
い
て
の
要
望

書
に
つ
い
て
は
、
日
平
区
長
の
立

会
い
の
も
と
、
現
地
確
認
を
行
い
、

民
家
が
有
る
所
ま
で
の
町
道
延
長

（
約
1
0
0
㍍
）に
つ
い
て「
採
択
」

す
べ
き
と
委
員
全
員
の
賛
成
に
よ

り
決
定
し
ま
し
た
。

　

平
成
17
年
度
国
民
健
康
保
険
町

立
病
院
事
業
会
計
歳
入
歳
出
決
算

は
、
年
度
途
中
の
3
月
1
日
合
併

の
た
め
、
17
年
4
月
1
日
か
ら
18

年
2
月
28
日
ま
で
は
菊
水
町
立
病

院
と
し
て
、
3
月
1
日
か
ら
3
月

31
日
ま
で
は
、
和
水
町
立
病
院
と

し
て
の
別
々
の
決
算
と
な
り
ま
し

た
。
決
算
審
査
は
17
年
度
を
全
般

的
に
行
い
ま
し
た
。
収
益
額
は
、

8
6
6
、4
1
1
千
円
、
費
用
額

は
、
9
0
0
、9
9
9
千
円
と
な

り
、
3
4
、5
8
8
千
円
の
赤
字

と
な
り
ま
し
た
。
収
益
は
、
医
業

収
益
が
8
2
4
、6
3
7
千
円
で

前
年
度
対
4
・
56
％
減
、
医
業
外

収
益
等
が
4
2
1
、7
4
2
千
円

で
前
年
度
対
20
・
5
％
減
と
な
り

ま
し
た
。
費
用
は
、
医
業
費
用
が

8
5
5
、8
3
9
千
円
で
5
・
85
％

減
、
医
業
外
費
用
が
4
5
、1
6

0
千
円
で
前
年
度
対
5
・
9
％
減

と
な
り
ま
し
た
。

　

収
益
の
根
幹
で
あ
る
入
院
患
者

数
は
一
日
平
均
68
・
6
人
、
前
年

度
比
で
2
・
6
人
の
減
と
な
っ
て

い
ま
す
。
病
床
利
用
率
は
、
一
般

療
養
病
床
合
わ
せ
て
70
・
03
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。
外
来
は
一
日
平

均
1
3
2
・
7
と
前
年
よ
り
25
・

4
人
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ
の
患

者
数
の
大
幅
な
減
少
は
3
月
に
常

勤
整
形
外
科
医
二
人
が
退
職
し
、

4
月
1
日
か
ら
整
形
外
科
医
が
確

保
で
き
な
か
っ
た
の
が
大
き
な
原

因
と
思
わ
れ
、
一
刻
も
早
い
医
師

の
獲
得
が
も
と
め
ら
れ
ま
す
。
費

用
と
し
て
は
給
与
費
が
5
9
9
、

8
7
8
千
円
と
な
り
、
昨
年
よ
り

１
5
、4
2
0
千
円
減
少
し
て
い

ま
す
。

　

全
体
的
に
言
い
ま
す
と
約
3
4
、

5
8
8
千
万
円
の
赤
字
が
あ
り
ま

す
が
、
実
際
に
支
出
し
な
い
減
価

償
却
費
約
6
0
、8
0
8
万
円
が

あ
り
、
そ
れ
で
経
営
が
維
持
さ
れ

て
い
る
よ
う
で
す
。

平
成
17
年
度
国
民
健
康
保
険
菊
水
・
和
水
町
立
病
院
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菊
水
地
区
で
は
合
併
前
よ

り
、
児
童
の
減
少
や
校
舎
の
老
朽

化
に
伴
い
議
会
で
も
委
員
会
が
で

き
て
い
ま
し
た
。
現
在
、
菊
水
地

域
は
菊
水
の
教
育
ゾ
ー
ン
と
し

て
、
三
加
和
地
区
は
一
つ
の
教
育

ゾ
ー
ン
と
し
て
方
向
性
を
示
し
て

来
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
和
水
町
に

お
い
て
将
来
を
考
え
る
と
中
学
校

一
校
、
小
学
校
二
校
で
小
中
一
貫

教
育
制
度
の
導
入
を
考
え
て
い
く

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
今

後
基
本
計
画
に
対
し
て
は
議
会
、

教
育
委
員
会
等
で
将
来
を
見
据
え

て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
十
町
分
校
に
つ
い
て
は
旧
三

加
和
町
で
統
合
の
論
議
が
ど
の
様

に
さ
れ
て
い
た
の
か
聞
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
た
だ
教
育
の

面
か
ら
見
れ
ば
教
育
的
で
は
無
い

と
認
識
を
持
っ
て
い
ま
す
。
十
町

地
区
の
皆
さ
ん
の
意
見
や
多
く
の

人
達
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
早
急

に
対
応
し
対
処
し
て
い
か
な
く
て

は
い
け
な
い
、
小
学
校
の
統
合
問

題
と
こ
の
事
は
切
り
離
す
べ
き
で

な
い
、
一
つ
の
線
上
の
問
題
だ
と

認
識
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

南
関
高
等
学
校
の
件
に
つ
い
て

は
2
回
説
明
会
が
あ
り
平
成
27
年

ま
で
9
年
間
の
内
で
地
域
説
明
会

を
開
き
な
が
ら
整
備
さ
れ
る
と
の

事
、
山
手
二
町
の
随
一
の
高
校
と

し
て
地
域
の
振
興
に
大
き
な
も
の

が
あ
る
訳
で
す
。
今
日
南
関
町
に

お
い
て
、
町
長
を
筆
頭
に
同
窓

会
、
育
友
会
一
帯
と
な
り
存
続
の

動
き
が
活
発
化
さ
れ
て
お
り
私
共

も
理
解
を
深
め
何
ら
か
の
形
で
の

こ
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
件
に
対
し
て
4
月
13

日
2
通
の
定
額
1
6
0
0
万
と

3
0
0
万
計
1
9
0
0
万
を
預
金

解
約
を
し
自
己
の
借
金
返
済
の
為

に
2
0
0
万
金
庫
か
ら
持
ち
出
し

た
も
の
で
す
。
処
分
に
つ
い
て
は

人
事
院
の
処
分
指
針
や
他
市
町
村

の
前
例
、
県
・
県
外
な
ど
を
参
考

に
慎
重
に
検
討
し
8
月
14
日
に
本

人
を
懲
戒
免
職
処
分
、
管
理
監
督

責
任
と
し
て
総
務
課
長
、
総
合
支

所
長
を
懲
戒
戒
告
処
分
、
収
入
役

室
長
、
収
納
係
長
を
訓
告
処
分
と

致
し
ま
し
た
。
本
庁
で
緊
急
幹
部

会
を
開
き
職
員
の
綱
紀
粛
正
に
つ

い
て
、
公
金
は
元
よ
り
自
己
の
金

銭
管
理
、
飲
酒
運
転
防
止
、
服
装
、

挨
拶
の
問
題
ま
で
厳
し
く
指
導
を

行
い
ま
し
た
。
総
合
支
所
、
各
課

に
お
い
て
も
直
接
指
導
、
厳
重
な

注
意
を
行
い
、
今
後
二
度
と
こ
の

様
な
事
が
無
い
様
気
を
引
き
し
め

て
行
政
に
あ
た
っ
て
行
き
ま
す
。

庄山 忠文議員

学
校
統
合
問
題
に
つ
い
て

問答

一 般 質 問 10 名の議員が登壇！

職
員
不
祥
事
の
件
に
つ
い
て

問答

和水町立緑小学校十町分校

杉本 和彰議員

行
政
運
営
全
般
に
つ
い
て

問


